
 

 

 

 

 

『働く』ということ 
２学年主任  

 

 「あの真剣な表情は見たことないな」  「来たことに全然気づかないほど、黙々と  

作業しているな」  「とてもよく働いていると感謝されたぞ」…  

７月１日（水）から３日（金）までの３日間で行われた職場体験。その見回りをしていた私のごく一

部の感想である。授業（理科）や日常生活では見たことがない表情で働いている生徒達。その姿に、

嬉しいような、心配なような、頼もしいような、なんとも複雑な気持ちを抱きながら、生徒の働いている

姿を写真に収めていた。 

「ありがとうございました」とレジを打ってお釣りを渡してくれる生徒。黙々と皿洗いをしている生徒。

「ご注文はどうされますか」と聞きに来る生徒。調理している生徒。本や紙芝居の整理をしている生

徒。弁当を届けに行く生徒。様々なジャンルのキーホルダーや漫画、小説等を陳列している生徒。

園児と遊んでいる生徒。工作コーナーの部品を作る生徒。プールの監視をしている生徒。そして、快

適なのが当たり前であると思っていた学校が、「当たり前」ではなく「当たり前」が維持できるように働

いてくださっている人がいるということを知った生徒。どの生徒も緊張した表情をしながらも、どこか楽

しそうに、誇らしげに、働いているように見えた。  

そして最終日。学校での職場体験終了報告。「職場体験はどうだった」と感想を聞いてみると、ど

のグループも「楽しかった」と即答した。その返事が決して嘘ではない証拠に、顔に疲れはあるもの

の、目に輝きがあった。そこからとても充実した３日間であったことが窺えた。この３日間生徒達は、我

々教員や友達などの顔見知りがほぼ居ない環境の中で、働いたのである。そして「働く」ことを「楽し

い」と思ったのである。普段の学校生活では、５０分ごとに休憩があり、友達と自由に話したり、はしゃ

いだりしていたが、当然そのようなことが体験先でできるはずもない。学校以上に様々な制約があり、

生徒の立場からすると、「疲れた」「大変だった」「働くのは嫌」という感想があってもおかしくない環境

にあったにもかかわらず、なぜ「楽しかった」と思えたのだろうか。各事業者の方々が、仕事内容を中

学生向けに配慮していただいたことは十分に承知している。それを踏まえた上で私なりに考察をする

と２つの結論に至った。 

１つ目は、自分達の仕事の成果が、実際に商品となって買われたり、お客様や利用者の方に感

謝されたりと、すぐに見える形となって表れることによる「達成感」があったからではないかということだ。

私だって、自分が関わったものが目の前で買われたり、感謝されたりすればとても嬉しいし、仕事に対

するモチベーションも格段に上がると思う。また医療機関や教育機関では、普通は知ることができな

い、裏側や専門知識を教えて頂き、特別感を味わうことができたのだと思う。 

２つ目は、大人達と一緒になって「働く」ことができ、一人前に（言い過ぎかもしれないが）役に立

つことができたという自己有用感があったのではないかということだ。ここで私は去年の「働く人の話を

聞く会」での「働く≠辛い」という話を思い出した。「働く＝辛いことと思うのは、言われたことをそのま

ま、何も考えずにただやるだけであれば面白くないし、そのように思うだろう。そこに（仕事に）自分なり

の工夫をしたり、考え方を変えていくだけで仕事に対する感じ方は違ってくる」という話である。生徒

達は「働く＝辛い」ではなく、当然大変なことも、辛いことも時にはあるが、それでも「働く＝楽しい」と

言えるということを身をもって体験してきた。これ以上の体験はないと思う。これが座学では教えること

ができない、体験の良さだと思う。 

今回、このような貴重な体験ができたのも地域コーディネーターの方々を中心に、全３８事業所の

方々の御協力があってのことである。生徒を通して、私自身も働くことについて改めて考えることがで

きた。ここで改めて心から感謝申し上げます。 

紫    草 
令 和 ８ 年 ７ 月 ８ 日 

武蔵野市立第三中学校 
学校だより  



＃＃  新入生交流会 ＃＃  
 

７月７日（火）、来年度の新入生となる三中学区の小学校６年生を迎え、学校見学および

新入生交流会を実施しました。５時間目には校内の施設や各授業を見学。６年生たちは普

段見ることのない中学校の教室や施設に興味津々の様子で、本校の教員の説明に熱心に耳

を傾けていました。また、６時間目には、生徒会が制作した学校紹介動画を視聴し、来年

から始まる中学校生活に思いを馳せている様子でした。その後の交流会では、小中合同で

作ったグループごとに小学生から出た学校生活や部活動等への質問を受けたり、わかりや

すく説明したりといった場面があり、大盛況でした。温かい雰囲気の中で交流が深まり、

先輩と後輩の距離がぐっと縮まった様子でした。参加した６年生にとって、今回の交流会

が中学校生活への楽しい期待を膨らませ、不安を和らげる機会になってくれたらうれしい

です。 
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７・８月のおもな予定  
  

７ 火 新入生交流会  20 月 海の日 

８ 水 避難訓練（不審者対応） 21 火 夏季休業日始 三者面談始  

９ 木 演劇鑑賞教室 (1) 28 火 三者面談 終 

10 金 保護者会 8/2６ 水 夏季休業日 終 

13 月 安全指導 2７ 木 始業式 避難訓練 生徒会委員会・運営委 

15 水 大 掃 除 28 金 安全指導 給食開始 こぶし教室巡回指導始 

16 木 給食終 こぶし教室巡回指導 終  29 土 道徳地区公開 学校公開② 

17 金 終業式 職員会議 ３１ 月 生徒会朝礼 
 


